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笑門来福 ふれあい寄席
　6月23日、ふれあい文化センターで｢ふれあい寄席｣が行われまし
た。この日は社会人落語家に混じって、芸術文化ワークショップの一
つ「子ども落語教室」で落語を学んだ小学生5人が出演。わずか3回
の稽古でしたが、しっかりとした語り口で、会場を爆笑の渦に巻き込
んでいました。写真は｢ぞろぞろ｣を演じる依

い に ん ど う
仁堂 華

か だ
陀さん（本名朔

さく
 

侯
こうげん

元さん・須玖小５年）。
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市子ども会育成会連絡協議会 会長
松
ま つ お

尾 一
かずあき

昭さんに インタビュー
　春子連に関わるようになって、自
分の子どもだけでなく、周りの子ど
もも親も一緒に成長していく楽しさ
を感じています。
　「子どもを大事にする」ということ
は、ともすると過保護にすることに
思われがちですが、子どもに責任を持たせ、親自身が辛
抱強く見守ることが子どもの成長につながります。同時
に、子どもたちは親の姿を見て人としての生き方を学ん
でいきます。だからこそ地域全体で、広い視野で、積極
的に子どもに関心を持ち研さんを積むことが大事だと思
います。
　春子連の役員として、地域の皆さんと子どもたち、そ
して、子育て中のお父さん、お母さんたちに対して何が
できるのかをいつも心に留め、皆さんと一緒に活動を続
けていきたいと思います。
　地域の「子ども会」の活動に、皆さんの参加をお願い
します。

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
よ
う

　市
は
、
地
域
と
家
庭
と
学
校
が
協
働
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
全
小
中
学
校
で
導
入
し
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

　地
域
で
の
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
る
中
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守

り
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、子
ど
も
会
と
ア
ン
ビ
シ
ャ

ス
広
場
の
活
動
を
中
心
に
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
会
・
春
子
連

　　
子
ど
も
会
は
、
保
護
者
や
育
成
者
の
も

と
、
遊
び
や
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
う
異
年

齢
の
子
ど
も
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、ス
ポ
ー
ツ
や
世
代
間
交
流
、廃

品
回
収
な
ど
の
地
域
活
動
を
通
し
て
自
主

性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
支
え
る
の
が
、
保
護
者
や

地
域
の
役
員
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
春
日

市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会（
春
子

連
）で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
見
守
り
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
で
構

い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
る
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
紹
介

▽
校
区
別
研
修
会

子
ど
も
会
育
成
会
の
校
区
理
事
を
中

心
に
、
校
区
内
の
子
ど
も
の
育
成
に
関

わ
る
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
、
校
区
別

研
修
会
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
６
〜
７
月
に
８
会
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
○
春
日
西
小
・
白
水
小
校
区
の
報
告

６
月
16
日
、
下
白
水
南
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
下
白
水
南
子
ど

も
会
育
成
会
の
宮み
や
ち
か近
純じ
ゅ
ん
や也
会
長
が
講

義
と
実
技
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
幼
児
〜
小
学
生
年
代

に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
」。
６
歳

以
下
の
子
ど
も
に
は
褒
め
て
や
る
気

を
引
き
出
す
こ
と
、
７
〜
９
歳
の
子

ど
も
に
は
走
る
、
投
げ
る
、
跳
ぶ
な

ど
の
基
本
的
動
作
を
体
験
さ
せ
る
こ

と
、
10
〜
12
歳
は
一
生
に
一
度
だ
け

訪
れ
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」
な

の
で
失
敗
を
乗
り
越
え
て
成
功
体
験

を
積
ま
せ
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と

な
ど
、
年
齢
に
応
じ
た
指
導
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

▽
子
ど
も
遊
び
た
い 

春
子
連
の
主
催
事
業
で
あ
る
「
子
ど

も
遊
び
た
い
」
が
６
月
９
日
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
７
つ
の
小
学
校
、
16
の

子
ど
も
会
か
ら
小
学
５
年
生
41
人
が
参

加
。「
子
ど
も
の
、
子
ど
も
に
よ
る
、

子
ど
も
の
た
め
の
子
ど
も
会
」
を
つ
く

る
た
め
、
自
覚
と
ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ

る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

12
月
８
日
ま
で
の
６
回
の
研
修
を
通

じ
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
や
能

力
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。△今後の活動について話し合うメンバーたち
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すぐっこアンビシャス広場 代表
中
なかはら

原 春
は る お

雄さんに インタビュー

　すぐっこアンビシ 
ャス広場で行ってい 
る活動は、野球・ビー
チバレーボール・卓
球・自由クラブ・ファ 
ームクラブです。昨
年度は年間 127 日、その他スポット的に
イベントを５回行いました。
　子どもたちの参加は延べ 1272 人、広
場委員は 462 人になりました。
　写真は、自由クラブでの正しい箸の持
ち方、使い方を楽しく習っているところ
です。目標は、お箸の持ち方春日一、いや、
日本一を目指しています。
　当広場で今一番困っていることは、広
場委員の後継者問題。「地域で子どもを
育てよう」という、志のある人の参加を
待っています。

子
ど
も
と
一
緒
に
学
ぶ
、育
つ
、体
験
す
る
！

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場

　　
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
、
友
達
と
外

で
遊
ん
だ
り
、自
然
の
中
で
活
動
し
た
り
、

家
族
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
地
域
の
清
掃

活
動
に
参
加
し
た
り
し
た
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
は
、
放
課
後
や
休

日
に
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
自
由
に
遊

ん
だ
り
、
自
然
体
験
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た

り
、
伝
統
文
化
に
ふ
れ
た
り
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
る
広
場
で
す
。

　
各
広
場
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
が
必
要
に
応
じ
て
子
ど
も
た
ち
を
褒
め

た
り
叱
っ
た
り
し
な
が
ら
温
か
く
見
守
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
他
人
を
思
い
や
る
心
や
協
調
す

る
こ
と
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
を
学
び
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
の
話
を
よ
く
聴
く
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
し
、

地
域
の
大
人
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

や
れ
ば
で
き
る
と
の
思
い
を
実
感
し
ま

す
。
そ
の
こ
と
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
を
高

め
、
自
尊
感
情
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
で
、
自

身
の
体
験
を
生
か
し
て
、
世
代
を
超
え
た

交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
紹
介

▽
な
ん
ち
ゅ
う
カ
レ
ッ
ジ

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
の
ひ
と
つ
「
な

ん
ち
ゅ
う
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
春
日
南
中

学
校
創
立
20
周
年
を
契
機
に
、
平
成
14

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
11
年
目

を
迎
え
ま
す
。

南
中
学
校
の
生
徒
や
校
区
内
の
小
学

生
、
ま
た
同
中
学
校
の
卒
業
生
と
地
域

の
大
人
が
共
に
学
び
、
社
会
生
活
に
必

要
な
考
え
方
や
人
間
関
係
づ
く
り
、
マ

ナ
ー
な
ど
、
学
校
の
教
科
で
は
学
べ
な

い
社
会
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
将

来
の
人
生
設
計
を
考
え
る
契
機
を
つ
か

む
こ
と
な
ど
を
目
的
に
地
域
の
大
人
が

講
師
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

開
設
さ
れ
て
い
る
講
座
は
、
お
も
し

ろ
サ
イ
エ
ン
ス
、
天
体
観
測
、
野
鳥
観

察
、
お
も
し
ろ
法
律
、
郷
土
の
歴
史
、

ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
、
ゴ
ル
フ
、
木
彫

り
な
ど
全
27
講
座
で
す
。

本
年
度
も
５
月
26
日
〜
12
月
８
日
ま

で
10
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

△目指すはお箸の持ち方日本一！

△地域の大人が講座の先生

問い合わせ先　
社会教育課社会教育担当
☎（575）4121
（593）7380
http://www.city.kasuga.fukuoka.
jp/tetuzuki/manabu/index.html

※学ぶ・楽しむの関連ページを
見てください。



K A S U G A         C I T Y4

受付期間　7月30日㈪〜 8月10日㈮
　直接窓口に提出する場合、受付時間は平日の午前8時30分から午後5時
までです。郵送の場合は、8月10日㈮までの消印有効です。
　なお、7月30日㈪よりも前に到着した申込書は受け付けません。

申込方法　申込書に必要事項を記入し、窓口または郵送で提出する
　申込書（「春日市職員採用試験案内」にとじ込み）は、総務課（市役所5階）
で配布しています。
　また、郵便での請求や、市ウェブサイトからの入手もできます。郵便請
求の場合は、封筒の表に「申込書請求」と朱書きし、140円切手を貼った返
信用封筒（角2号・宛て先明記）を同封してください。

平成24年度 春日市職員採用試験

「知識」重視から「人間力（総合的な力）」重視の採用へ

職員採用試験が変わります！

申込・問い合わせ先 　総務課 人事担当（〒816 ｰ 8501春日市役所）
☎（584）1111　 （584）1145　 jinjihosi@city.kasuga.fukuoka.jp
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

採用説明会を行います
日時　7月31日㈫

午後2時〜 3時30分（午後1時30分開場）
場所　市役所2階大会議室
※自家用車での来場はできません。
内容　仕事内容の紹介など
申込方法　7月25日㈬までに、電話かEメール（件名に「職

員採用説明会参加申込み」と明記）で名前を伝える
※説明会への参加の有無が、採用選考に影響することは

一切ありません。

試験区分 受験資格 採用予定
人数

一般事務A 昭和61年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた人 7人

一般事務B 平成4年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた人 1人

土木C 昭和58年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた人 3人

保育士D 昭和61年4月2日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人
または平成25年3月31日までに資格取得見込みの人 1人

身体障がい者を対象と
する一般事務E

身体障害者手帳の交付を受けている人で昭和58年4月2日から
平成7年4月1日までに生まれた人 1人

第1次試験日  9月16日㈰

第1次試験会場　西南学院大学（福岡市早良区西
にしじん

新6 ｰ 2 ｰ 92）

試験の概要

△かすがくん

　直接窓口に提出する場合、受付時間は平日の午前8時30分から午後5時

　なお、7月30日㈪よりも前に到着した申込書は受け付けません。

申込書に必要事項を記入し、窓口または郵送で提出する
　申込書（「春日市職員採用試験案内」にとじ込み）は、総務課（市役所5階）

　また、郵便での請求や、市ウェブサイトからの入手もできます。郵便請
求の場合は、封筒の表に「申込書請求」と朱書きし、140円切手を貼った返

 　総務課 人事担当（〒816 ｰ 8501春日市役所）

採用試験はこう変わる!
■第1次試験で実施する教養試験
は、すべての区分で「高校卒程度」
の内容とします。

■一部の区分を除く試験に「エント
リーシート」を導入します。
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●
家
庭
・
職
場
で
節
電
を

　

計
画
停
電
を
回
避
す
る
た
め
、
節
電
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
電
力
逼ひ

っ
ぱ
く迫
時
に
は
、
公
共
施
設
の
照
明

　

や
空
調
を
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

上
手
な
節
電
方
法

　
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
28
℃
に
す
る

▽
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ
ン
を
止
め
、

扇
風
機
を
使
う

▽
す
だ
れ
や
よ
し
ず
を
使
う

▽
日
中
は
不
要
な
照
明
を
消
す

▽
冷
蔵
庫
の
設
定
を「
強
」か
ら「
中
」へ

※
小
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
な
ど
、
節

電
に
よ
る
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
計
画
停
電
に
備
え
る

1
事
前
の
心
構
え

　

万
が
一
の
計
画
停
電
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
自
宅
で
医
療
機
器
を
使
っ
て
い
て
停
電
中

の
健
康
が
心
配
な
人
は
、
事
前
に
医
療
機

関
に
相
談
す
る

▽
停
電
中
は
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
が
使
え
な

い
の
で
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
小
ま
め
に

水
分（
イ
オ
ン
飲
料
な
ど
）を
補
給
す
る

▽
ア
イ
ロ
ン
な
ど
の
電
熱
機
器
は
、
停
電
解

消
後
の
火
災
防
止
の
た
め
、コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
プ
ラ
グ
を
抜
く

▽
信
号
機
が
消
灯
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
交
差
点
な
ど
を
通
行
の
際
は
十
分

注
意
す
る

▽
閉
じ
込
め
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
計

画
停
電
直
前
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
は

避
け
る

▽
冷
蔵
庫
の
保
冷
効
果
を
高
め
る
た
め
事
前

に
保
冷
剤
や
氷
を
凍
ら
せ
、
扉
の
開
閉
は

控
え
る

▽
集
合
住
宅
な
ど
水
道
が
使
え
な
く
な
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
水
を
溜
め
て
お
く

2
計
画
停
電
の
予
定
を
把
握

　九
電
は
、
全
世
帯
に
対
し
て「
計
画
停
電
に

関
す
る
お
知
ら
せ
」を
発
送
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
地
域
が
い
つ
、
ど
の
時
間
帯
で
予
定
さ

れ
て
い
る
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
計
画
停
電
の
予
定
は
、
九
電
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
2.kyu

d
en
.co
.jp
/kt_

search/

3
計
画
停
電
実
施
の
流
れ

　

電
力
が
不
足
し
そ
う
な
場
合
、
実
施
前
日

の
午
後
6
時
に
、
政
府
が「
緊
急
逼
迫
警
報
」

を
発
令
し
、
節
電
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

当
日
に
も
節
電
を
呼
び
掛
け
、
そ
れ
で
も

電
力
が
不
足
す
る
場
合
は
、
実
施
の
２
時
間

程
度
前
に
計
画
停
電
を
発
表
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
九
電
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
最
新
の
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

※
春
日
市
は
、「
緊
急
逼
迫
警
報
」や「
計
画
停

電
」が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
市
の
総
合

情
報
メ
ー
ル
で
登
録
者
に
通
知
し
ま
す
。

4
停
電
時
の
公
共
施
設
の
対
応

　市
役
所
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、市
民
・

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
、

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
は
計
画
停
電
の
対
象

外
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
施
設
は
停
電
時
に

影
響
が
生
じ
ま
す
。

　

停
電
の
際
は
、
窓
口
業
務
の
一
時
停
止
や

施
設
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

大
き
な
影
響
の
あ
る
施
設

▽
西
出
張
所（
昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内
）

　

住
民
票
な
ど
の
発
行
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
急
ぐ
場
合
は
市
役
所
本
庁
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い（
本
庁
は
計
画
停
電
の
対
象

外
の
た
め
、証
明
書
の
発
行
が
可
能
）。

　

時
間
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
計
画
停

電
の
時
間
帯
を
避
け
て
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
春
日
公

園
６
ー
２
）・
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
受
付
セ
ン
タ
ー

（
白
水
ヶ
丘
１
ー
53
）

　

ご
み
の
受
け
入
れ
を
停
止
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

▽
市
の
対
応
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

市
計
画
停
電
等
対
策
本
部（
環
境
課
内
）

　

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

　

（
５
８
４
）１
１
４
７

▽
計
画
停
電
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

計
画
停
電
に
関
す
る
臨
時
受
付
セ
ン
タ
ー（
平

日　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
）

　

０
１
２
０（
１
８
７
）３
３
３

　

九
州
電
力
㈱
福
岡
南
営
業
所（
24
時
間
受
付
）

　

０
１
２
０（
９
８
６
）２
０
７

　

（
９
２
８
）６
９
０
４

　

http://w
w
w
.kyuden.co.jp/　

緊急速報メール(九電)

　停電などの
情報をいち早
く入手できる
よう、九電は
「緊急時の節
電ご協力お願いメール」への登
録を呼び掛けています。

http://www.kyuden.
co.jp/em_mail.html

期
間　

９
月
７
日
㈮
ま
で（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、８
月
13
〜
15
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

削
減
目
標　

２
０
１
０
年
夏
比
10
％
以
上

※
特
に
ピ
ー
ク
時(

午
後
１
時
〜
５
時)

の

重
点
的
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
力
需
給
が
極
め
て
厳
し
い
今
夏
は
、
家
庭
や
企
業
、
公
共
施
設
な
ど

あ
ら
ゆ
る
施
設
で
の
節
電
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
予
想
以
上
の
猛
暑
や
発
電
所
の
故
障
な
ど
に
よ
り
、
電
力
が

不
足
す
る
場
合
は
、
大
規
模
停
電
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
地
域
ご
と
に
２

時
間
程
度
の
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

節
電
の
夏
を
乗
り
切
る

計
画
停
電
に
備
え
ま
し
ょ
う



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ウェブサイトの「お知らせ」に
も載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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よ
り
よ
い
春
日
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、井
上
市
長

が
各
地
区
公
民
館
に
出
向
き
、市
民

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時・場
所

▽
８
月
１
日
㈬　

塚
原
台
公
民
館

▽
８
月
７
日
㈫　

惣
利
公
民
館

▽
８
月
８
日
㈬　

大
土
居
公
民
館

▽
８
月
21
日
㈫　

紅
葉
ヶ
丘
公
民
館

▽
８
月
23
日
㈭　

松
ヶ
丘
公
民
館

▽
８
月
28
日
㈫　

白
水
池
公
民
館

▽
８
月
29
日
㈬　

春
日
原
公
民
館

▽
８
月
30
日
㈭　

春
日
共
同
利
用
施

設
春
日
学
習
館

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※
大
土
居
地
区
は
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
で
す
。

出前トーク「市長と語る」
8月の日程

行政管理課 企画担当 　 （584）1111 （584）1145

手づくりあんどんアートコンテスト出展作品募集
　10月27日㈯・28日㈰に春日公園で開催する「春日奴国あ
んどん祭り」で行う「あんどんアートコンテスト」の参加作
品を募集します。
作品の規格
▷春日奴国あんどん祭りにふさわしい作品
▷サイズは高さ1ｍ以内、幅50cm以内、奥行き50cm以内、
重さ5kg以内
▷素材は木材、竹、紙、針金などの骨組みの作品（陶磁器やガ
ラスなどの割れ物は不可）
▷照明は白熱電球かLED照明を使い、白熱電球の7ワット
から25ワット程度の明るさとし、2ｍの電気コードと差
し込みプラグがついていること

出展数　1人1点
応募資格・表彰内容
▷一般の部（プロ、アマ、年齢、市内外を問わず）
最優秀賞1点（賞金3万円）、優秀賞2点（賞金1万5000
円）、佳作3点（賞金5000円）
▷子どもの部（小学1〜6年生の児童）
春日市長賞・春日市議会議長賞・春日市教育委員会教育長
賞各1点、春日市民祭り振興会長賞3点
▷参加賞（全員）　参加記念品
応募方法　9月28日㈮（当日消印有効）までに、持参、郵送、
ファックスのいずれかで応募用紙を提出する

※応募用紙・要項は、市民祭り振興会、地域づくり課（市役所
4階）、ふれあい文化センター（大谷6ｰ24）、いきいきプラ
ザ（昇町1ｰ120）の各窓口、またはあんどん祭りのウェブ
サイトで入手できます。

申込・販売・問い合わせ先　同振興会（伯玄町2ｰ24市商工会館内）
（581）1407　 （575）0702
http://www.andonmatsuri.com/

第36回

❖記念グッズを販売❖
　祭りを広く市民の皆
さんに知ってもらい、祭
りに参加・協力してもら
うためにグッズの販売
を行います。
　タオルの売り上げの
一部は、東日本大震災の
被災地へ寄付されます。
販売グッズ
▷寄付金付きオリジナルタオル
300円（85㎝×36㎝）
▷オリジナルエコバック（春日市市制
施行40周年記念ロゴマーク入り）
300円（不織布・32㎝×32㎝×7㎝）

県営住宅入居者募集
　県内の県営住宅の入居者を募集しま
す（ポイント方式）。
　申込手数料は不要です。
申込期間　7月17日㈫〜25日㈬
※詳しくは募集案内書を見てくださ
い。募集案内書は申込期間中のみ市
管財課（市役所5階）、いきいきプラ
ザ（昇町1ｰ120）に置いています。

申込・問い合わせ先　県住宅供給公社
県営住宅管理部管理課
（781）8029

◁
グ
ッ
ズ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
井
上
市
長（
右
）

と
同
振
興
会
の
小お
ば
た幡
会
長
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20
歳
前
か
ら
の
障
が
い
で
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
人
や
、福
祉
年
金
か
ら
移
行
し
て
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、７
月
が
所
得
状
況

届
の
提
出
月
で
す
。

　

所
得
状
況
届
は
、年
金
を
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
届
け
出
で
す
。年

金
事
務
所
か
ら
自
宅
に
送
ら
れ
ま
す
の
で
、必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

診
断
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、医
師
に
診
断

書
の
作
成
を
依
頼
し
、併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
７
月
31
日
㈫

提
出
先　
国
保
年
金
課
年
金
担
当（
市
役
所
１
階
）

○
も
し
も
の
と
き
の「
障
害
基
礎
年
金
」

　

障
害
基
礎
年
金
と
は
、国
民
年
金
加
入
中
な
ど
に
、

病
気
や
け
が
で
障
が
い
を
負
っ
た
と
き
や
、20
歳
前

に
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
年

金
で
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
、い
く
つ
か
の
要

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

初
診
日
の
要
件　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す

る
こ
と

▽
国
民
年
金
の
加
入
期
間
中
に
初
診
日
が
あ
る

▽
以
前
に
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
で
、日
本
に
住
所

が
あ
り
、60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
期
間
に
初
診
日

が
あ
る

▽
20
歳
よ
り
前
に
初
診
日
が
あ
る

保
険
料
の
納
付
要
件　
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、保
険
料
を

納
め
た
期
間（
免
除
・
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

期
間
を
含
む
）が
３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と

※
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保

険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
、３
分
の
２
以
上
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
、納
付
要
件
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、本
人
の
所
得
に
よ
っ
て
年
金
の
支

給
額
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

障
が
い
の
状
態
の
要
件　

障
害
認
定
日
、ま
た
は
障

害
認
定
日
以
降
65
歳
に
な
る
ま
で
に
、政
令

で
定
め
ら
れ
て
い
る
障
害
等
級
の
１
級
ま
た

は
２
級
の
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ

と（
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
る
）

※
障
害
認
定
日
と
は
、障
害
等
級
を
判
定
す
る
基
準

日
の
こ
と
で
す
。初
診
日
か
ら
１
年
６
カ
月
を
経

過
し
た
日
、ま
た
は
そ
の
期
間
内
に
症
状
が
固
定

し
た
日
を
指
し
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
額（
年
間
）

▽
１
級　

98
万
３
１
０
０
円

▽
２
級　

78
万
６
５
０
０
円

※
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
人
に
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
る
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
子
、ま
た

は
20
歳
未
満
で
１
級
あ
る
い
は
２
級
の
障
が
い
の

状
態
に
あ
る
子
が
い
る
場
合
は
次
の
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

子
の
加
算
額（
年
間
）

▽
１
人
目
・
２
人
目

１
人
当
た
り
22
万
６
３
０
０
円

▽
３
人
目
以
降

１
人
当
た
り
７
万
５
４
０
０
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
国
保
年
金
課
年
金
担
当

▽
南
福
岡
年
金
事
務
所

　

（
５
５
２
）６
１
２
８

（
５
４
１
）７
６
４
９

障害基礎年金所得状況届（現況届）
7月は提出月です

国保年金課 年金担当 　 （584）1111 （584）1141

市
教
育
委
員
会
は
、来
年
４

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

子
ど
も
の
身
体
面
や
知
的
面
、情

緒
面
で
就
学
に
不
安
の
あ
る
保
護

者
を
対
象
に
、相
談
会
を
行
い
ま

す
。

　

相
談
内
容
に
よ
り
、専
門
知
識

を
持
っ
た
言
語
聴
覚
士
や
臨
床
心

理
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時　
８
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
相
談
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

場
所　
市
役
所
４
階
４
０
２
会
議

室

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

予
約
専
用
電
話
番
号

（
５
８
４
）１
１
２
９

小学校入学のための就学相談会
特別支援教育について

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153
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春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人（
国
保
被
保
険
者
）の
う
ち
、70
歳
以
上

の
人
に
は
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
用
を
受

け
る
ま
で
の
間
、国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

を
交
付
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
に
高
齢
受
給
者
証
と

保
険
証
を
併
せ
て
提
示
す
る
と
、自
己
負
担
割
合

が
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
た
割
合
に
な
り
ま

す
。

　

現
在
交
付
し
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
は
７
月
31

日
㈫
ま
で
し
か
使
え
ま
せ
ん
。新
し
い
高
齢
受
給

者
証
は
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

○
自
己
負
担
割
合
の
判
定
に
つ
い
て

　

８
月
以
降
の
自
己
負
担
割
合
は
、平
成
23
年

中
の
所
得
と
収
入
に
応
じ
て
判
定
し
ま
す
。

判
定
対
象
者　
同
一
世
帯
に
い
る
70
〜
74
歳
の

国
保
被
保
険
者

▽
２
割（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）

対
象
者
全
員
の
市
民
税
課
税
所
得
が
１
４

５
万
円
未
満

▽
３
割

対
象
者
の
中
に
市
民
税
課
税
所
得
が
１
４

５
万
円
以
上
の
人
が
い
る

※
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、申
請
に
よ
り
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。対

象
者
に
は
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

▽
対
象
者
が
１
人
の
世
帯
で
収
入
が
３
８

３
万
円
未
満

▽
対
象
者
が
２
人
以
上
の
世
帯
で
収
入
合
計

が
５
２
０
万
円
未
満

▽
対
象
者
と
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
っ
た
人
の
収
入
合
計
が
５
２
０
万

円
未
満

高齢受給者証
7月下旬に郵送します

国保年金課 国保担当 　 （584）1111 （584）1141

　春日市の国保被保険者が交付を受けることがで
きる「限度額適用認定証」と「限度額適用・標準負担
額減額認定証」（認定証）は、ひと月の医療費の限度
額と市民税非課税世帯の入院時の食事代の減額区
分を証明するものです。認定証を医療機関に提示
することで、医療機関窓口での支払いを限度額ま
でに抑えることができます。なお、8月以降の限度
額は、平成23年中の所得に応じて判定します。
　また、これまでは入院時のみ限度額が適用され
る制度でしたが、今年4月1日からは外来でも適用
されます。
　現在交付している認定証の有効期限は7月31日
㈫です。更新を希望する人は、8月1日㈬以降に申
請してください。
交付条件　世帯主と加入者が所得の申告をしてい
る、または扶養家族として申告されているこ
とが公簿などで確認できること

※国民健康保険税の滞納がある場合は、交付を受
けられないことがあります。

受付開始日　8月1日㈬
申請に必要なもの　国民健康保険証、印鑑
※1月2日以降に転入した人は、別途証明書などが
必要な場合があります。

申請先　国保年金課国保担当（市役所1階）

「限度額適用認定証」と「限度額適用・
標準負担額減額認定証」の更新

平和祈念展を開催します
　市は、昭和60年に「非核平和都市宣言」を行いました。
　核兵器のない平和な世界を訴えるために、平和祈念展を
開催します。この機会に家族で平和の尊さについて考えて
みませんか。
日時　7月21日㈯〜29日㈰（23日㈪を除く）
　　午前10時〜午後4時30分（語り部は午前11時〜正午）
場所　ふれあい文化センター新館ギャラリー（大谷6ｰ24）
内容
▷戦時資料・遺品・原爆被爆写真パネルの展示
▷戦争平和に関するビデオ・DVDの上映
▷筑紫原爆被害者の会による証言を聴いた天神山小学校児
童の感想文の掲示
▷筑紫原爆被害者の会の「語り部」による証言

○語り部期日・担当

※担当者や内容などが変更になる場合があります。
問い合わせ先　福祉計画課地域福祉担当

(584)1111　 (584)3090

期日 担当者 プロフィール

21日㈯ 伊
い と う

藤　普
ひろし

さん 爆心地から1.4km地点の下宿
先で中学3年生のときに被爆

22日㈰ 坂
さかもと

本キミ子
こ

さん 爆心地から1.2km地点で19歳
のときに被爆

28日㈯ 井
いのうえ

上幸
さ ち こ

子さん 爆心地から1.2kmの地点で16
歳のときに被爆

29日㈰ 川
かわばた

畑芳
よ し や

也さん 爆心地から2.3kmの地点で24
歳のときに被爆
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〜まちの話題や人の紹介〜

　6月24日、ふれあい文化センターで、地域安全市民のつどい
を行いました。
　これは市民や関係機関が一同に会し、日頃の活動に関する
情報交換を行うことで連帯感を高めることを目的に開催し
たものです。

　この日は、自転車運転時の危険性とその責任や、県暴力団排除条例の改正概要と違法ドラックの危険性について講
演。続く事例発表では、天神山自治会安

あん
・安
あん
大
おおごえたい
声隊の取り組みや、少年相談員連絡協議会の取り組みを報告しました。

　あいにくの雨模様でしたが、市民や関係者ら約500人が参加し、安全で安心できる春日の実現に向けて決意を新
たにしました。

みんなで地域を安全に

第7回地域安全市民のつどい

　6月10日、市内での地震災害を想定し、春日中学校で総合防
災訓練を行いました。
　この訓練には市、防災関係機関、自主防災組織（須玖南・弥生・
小倉・昇町地区）から約300人が参加。避難誘導・避難所開設訓
練や給水訓練、救出・救護訓練などを行いました。
　当日は震度6強の地震発生を想定。災害対策本部を設置し、市
職員の実働訓練を行うとともに、各防災機関との連携した災害対応を確認しました。
　本番さながらの緊迫した雰囲気の中行われた今回の訓練に対し、消防本部長は、「訓練にメリハリがあり、各機関
との連携が取れていた。自主防災組織の積極的参加もあった」と講評。また、参加した市民は、「実際に動いてみて分
かることも多かった。家族で避難経路などをもう一度確認しようと思う」と話していました。

地震災害を想定

総合防災訓練

　5月14日から5日間にわたって、ファミリー・サポート・センターか
すが（ファミサポかすが）のまかせて・どっちも会員になるための講
習会を開催しました。「ファミサポかすが」とは、子育ての手助けをし
てほしい人と、子育ての手伝いをしたい人による相互援助活動組織
です。

　講習では、子どもとの接し方や遊び方、病気の際の対応の仕方、コミュニケーションの大切さなどをそれぞれの
専門家から学び、子育てについての知識を深めました。受講者からは、「講習で学んだ手遊びを家庭でも実践して、
子どもたちと一緒に楽しむことができた」という声も聞かれました。
　今回、講義を受講した4人は、これからまかせて会員やどっちも会員として、地域の子育てを支援していきます。

ファミリー・サポート・センターかすが

まかせて・どっちも会員講習
▷
救
急
救
命
の
実
習
を
受
け
る
受
講
者

▷
児
童
の
交
通
安
全
教
室
や
自
転
車

の
乗
り
方
に
つ
い
て
話
す
、久ひ

さ
づ
み積

筑
紫
交
通
安
全
協
会
春
日
支
部
長
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夏
休
み
の
贈
り
物

ふ
れ
あ
い
体
験
王
国

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
、家
族
や
友
達

と
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
物
づ
く
り
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。１
０
０
円

で
全
て
の
内
容
を
体
験
で
き
ま
す
。

対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　

８
月
５
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
他（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

竹
細
工
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、ダ

ー
ツ
、紙
飛
行
機
、お
楽
し
み
コ

ー
ナ
ー

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

※
数
に
限
り
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課
社
会
教

育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

さ
よ
な
ら
昇
町
保
育
所

思
い
出
写
真
展

　

建
て
替
え
工
事
が
進
ん
で
い
る
昇
町

保
育
所（
来
年
４
月
の
完
成
予
定
）の
思

い
出
写
真
展
を
行
い
ま
す
。

　

40
余
年
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
見
守
り
育
ん
で
き
た
園
舎
で
、古

い
写
真
や
卒
園
記
念
作
品
な
ど
に
触

れ
、懐
か
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
22
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

昇
町
保
育
所（
昇
町
３
ー
１
５

９
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
保
育
所

（
５
７
１
）１
９
１
５

（
５
７
１
）１
９
３
５

福
岡
か
ら
世
界
を
つ
か
め

福
岡
県
タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業

　

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る

人
材
を
県
内
全
域
か
ら
発
掘
・
育
成
し
、

個
人
の
適
性
に
応
じ
た
競
技
種
目
選
択

の
機
会
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

福
岡
県
タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業（
測
定
会
）

を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
１
年
生

期
日　

８
月
３
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
受
付

〜
午
後
４
時
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競
技

場（
大
谷
６
ー
28
）

※
詳
し
く
は
同
事
業
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

（
５
７
１
）３
２
３
４

（
５
８
５
）１
６
３
４

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

福
岡
県
タ
レ
ン
ト
発

掘
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://fukuokasportstalenti
dproject.blogspot.jp/

夏
休
み

特
別
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

　

３
歳
〜
小
学
生
を
対
象
と
し
た
水
泳

教
室
で
す
。夏
休
み
を
利
用
し
て
１
段

上
の
泳
ぎ
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

期
間　

７
月
24
日
㈫
〜
８
月
26
日
㈰

場
所　

春
日
市
温
水
プ
ー
ル（
大
谷
６

ー
28
）

受
講
料　

１
回
30
分
１
０
５
０
円（
会

員
３
回
セ
ッ
ト
２
９
４
０
円
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
で
申
し
込
む

※
受
講
特
典
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ー
ル（
㈱

ザ
オ
バ
九
州
）

（
９
１
５
）３
５
０
０

（
９
１
５
）１
０
０
５

夏
休
み

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

年
長
〜
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ボ
ウ

リ
ン
グ
教
室
で
す
。

期
日

▽
７
月
25
日
㈬
・
26
日
㈭

▽
８
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭

▽
８
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭

時
間　

午
後
４
時
〜
５
時
30
分

場
所　

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル（
福
岡
市
博

多
区
銀ぎ

ん
て
ん
ち
ょ
う

天
町
３
ー
５
ー
15
）

参
加
費　

各
５
０
０
円（
貸
靴
代
含
む
）

定
員　

各
50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

各
開
始
日
前
日
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、住
所
、

氏
名
、年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
ボ
ウ
リ
ン

グ
協
会
事
務
局（
フ
ラ
ワ
ー
ボ

ウ
ル
内
）

（
５
８
１
）０
１
２
２

（
５
７
３
）８
８
１
５

第
25
回
春
日
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り

オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
ク
ス
テ
ニ
ス
大
会

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

８
月
19
日
㈰（
雨
天
時
８
月
26

日
㈰
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
予
定

（
受
付
午
前
８
時
30
分
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
28
）

種
目　

一
般
、シ
ニ
ア（
男
子
60
歳
以
上

と
女
子
50
歳
以
上
の
ペ
ア
）

参
加
費（
１
人
当
た
り
）

▽
一
般　

１
５
０
０
円

▽
市
テ
ニ
ス
協
会
会
員　

１
０
０
０
円

申
込
方
法　

８
月
９
日
㈭
ま
で
に
、往

復
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

ペ
ア
２
人
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
、雨
天
順
延
し
た

場
合
の
参
加
の
有
無
、協
会
会

員
は
所
属
ク
ラ
ブ
を
伝
え
る

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、電
話
で
受

付
完
了
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

同
大
会
係 

石い
し
い井（
〒
816
ー
０

８
３
１
大
谷
２
ー
62
）

（
５
０
１
）１
９
５
７（

兼
用
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
大
会
係 

福ふ
く
し
ま嶋

（
５
８
６
）０
６
４
８
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情報ひろば

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
、希
望
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、子

ど
も
の
年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
環
境

計
画
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.jp

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

　

施
設
見
学
と
、同
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込

ま
れ
た
基
盤
類
な
ど
を
再
利
用
し
た
世

界
に
一
つ
だ
け
の
ロ
ボ
ッ
ト
人
形
作
り

を
行
い
ま
す
。

対
象　

春
日
市
ま
た
は
大
野
城
市
に
住

む
小
学
生

日
時　

８
月
22
日
㈬

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

同
プ
ラ
ザ
２
階
研
修
室

講
師　

吉よ
し
む
ら村
和か
ず
あ
き明
さ
ん（
わ
く
わ
く
☆

ド
キ
ド
キ
研
究
所
）

参
加
費　

２
０
０
円（
材
料
代
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

８
月
10
日
㈮
午
後
５
時
ま

で
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、学
校
名
、学

年
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ（
春

日
公
園
６
ー
２
）

（
５
９
６
）７
０
６
６

（
５
９
５
）４
１
４
０

korplaza@
csf.ne.jp

30
分
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３

ー
１
ー
７
）

※
来
場
の
際
は
、公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

託
児　

３
カ
月
〜
未
就
学
児（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ
先　

県
社
会
福
祉
協
議
会

人
材
・
情
報
課

（
５
８
４
）３
３
１
０

（
５
８
４
）３
３
１
９

始
め
よ
う
！
う
ち
エ
コ
生
活

参
加
者
募
集

　

新
聞
紙
で
紙
袋
や
鉛
筆
を
作
っ
て
環

境
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　

８
月
７
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
役
所
２
階
大
会
議
室

参
加
費　

１
人
１
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
17
日
㈫
〜
27
日
㈮
に
、

筆
談
サ
ポ
ー
タ
ー

１
日
体
験
講
座

　

家
庭
や
地
域
、職
場
な
ど
で
聴
覚
障

が
い
者（
特
に
難
聴
者
や
中
途
失
聴
者
）

と
筆
談
で
意
思
疎
通
を
図
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
講
座
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時　

８
月
27
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
会

議
室（
昇
町
１
ー
１
０
１
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ハ
ガ

キ
の
い
ず
れ
か
で
、郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
要
約
筆

記
の
会「
で
ん
で
ん
虫
」（
〒
816

ー
０
８
５
１
昇
町
３
ー
１
０
１

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
す
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

（
５
０
１
）１
１
３
６

（
５
８
１
）７
２
５
８

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

健
康
教
室

　

人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
を
付
け

て
い
る
人
や
、そ
の
家
族
を
対
象
に
し

た
健
康
教
室
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

８
月
５
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
２
研

修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

演
題　
「
ウ
ロ
ス
ト
ー
マ
、イ
レ
オ
ス
ト

ー
マ
」の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
対
処

法

講
師　

梶か
じ
に
し西
ミ
チ
コ
さ
ん（
福
岡
大
学

病
院
師
長
）

※
個
人
指
導
を
受
け
た
い
人
は
事
前
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
福
岡
県
支
部
筑
紫
分
会 

河か
わ
ち内

（
９
２
８
）４
８
５
３（

兼
用
）

ひ
と
り
親
家
庭

親
子
夏
休
み
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

市
母
子
寡
婦
福
祉
会（
レ
イ
ン
ボ
ー

く
ら
ぶ
）は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
を

対
象
に
、バ
ス
で
行
く
１
泊
２
日
の「
夏

休
み
★
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」を
行
い

ま
す
。

期
日　

８
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

出
発
時
間

▽
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　

午
前
９
時

▽
市
役
所　

午
前
９
時
15
分

帰
着
時
間　

午
後
４
時
30
分（
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

行
き
先　

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス（
長
崎
県

佐
世
保
市
）

参
加
費（
宿
泊
・
食
事
・
入
場
料
）

▽
大
人　

１
万
５
０
０
０
円（
会
員
１

万
４
０
０
０
円
）

▽
中
学
・
高
校
生　

１
万
円

▽
小
学
生
以
下　

８
０
０
０
円

定
員　

25
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

７
月
29
日
㈰
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、参
加
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

白
水
大
池
公

園
虹
の
売
店

（
５
９
６
）９
９
２
５（

兼
用
）

福
祉
の
職
場

合
同
就
職
面
談
会
を
開
催

　

福
祉
関
連
の
求
人
情
報
が
あ
る
事
業

所
な
ど
１
３
１
法
人
が
参
加
し
、個
別

に
面
談
を
行
い
ま
す
。

　

福
祉
に
関
す
る
資
格
や
就
職
相
談
な

ど
も
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。面
談
を
希
望
す
る
人
は
履
歴
書

を
複
数
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職

希
望
者
お
よ
び
平
成
25
年
３
月

末
卒
業
予
定
の
学
生（
高
校
生

は
不
可
）

日
時　

８
月
３
日
㈮

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
受
付
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
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精
華
女
子
短
期
大
学

食
育
講
座

○
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

　

料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
手
作
り
食
品

期
日　

９
月
29
日
㈯

参
加
費　

１
５
７
５
円（
材
料
費

含
む
）

定
員　

20
人

申
込
期
限　

９
月
14
日
㈮

▽
お
も
て
な
し
料
理

期
日　

12
月
８
日
㈯

参
加
費　

２
６
２
５
円（
材
料
費

含
む
）

定
員　

25
人

申
込
期
限　

11
月
30
日
㈮

時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時
30
分

○
親
子
料
理
教
室

　

子
ど
も
の
心
の
成
長
を
育
む
た
め

の
ひ
と
つ
と
し
て
、親
子
で
一
緒
に

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
校
高
学
年
の
子
ど
も
と

保
護
者

日
時　

８
月
25
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

参
加
費　

１
０
５
０
円（
材
料
費
含

む
）

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

講
座
参
加
者
募
集

○
ぶ
ど
う
の
庭
パ
ン
広
場

日
時　

８
月
６
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

内
容　

か
ぼ
ち
ゃ
パ
ン
、ハ
イ
ギ
ー

ゴ
マ
ロ
ー
ル
作
り

参
加
費　

１
５
０
０
円

定
員　

12
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、三

角
巾
、筆
記
用
具
、上
履
き
、

パ
ン
持
ち
帰
り
用
容
器

申
込
期
限　

８
月
３
日
㈮

託
児　

５
カ
月
〜
未
就
学
児（
１
人

当
た
り
１
０
０
０
円
・
７
月

30
日
㈪
ま
で
に
要
申
込
）

○
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
〜
も
の
づ
く
り

体
験
王
国
〜

対
象　

小
学
生（
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

日
時　

８
月
18
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

も
の
壊
し
大
会（
パ
ソ
コ
ン
、

ラ
ジ
オ
、時
計
な
ど
の
分
解
）

参
加
費　

１
０
０
円

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

ド
ラ
イ
バ
ー
、

軍
手

申
込
期
限　

８
月
16
日
㈭

定
員　

20
組

申
込
期
限　

８
月
10
日
㈮

場
所　

同
短
期
大
学（
福
岡
市
博
多
区

南み
な
み
は
ち
ま
ん
ま
ち

八
幡
町
２
ー
12
ー
１
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
短
期
大
学

　

阪は
ん
だ田

（
５
９
１
）６
３
３
１

（
５
９
２
）３
５
９
１

han@
seika.ac.jp

緑
化
講
習
会

受
講
者
募
集

　

緑
を
体
感
・
学
習
し
、親
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、緑
化
に
関
す
る
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

内
容
・
期
日

▽
家
庭
果
樹
の
管
理

９
月
２
日
㈰

▽
庭
木
の
病
害
虫
と
防
除
の
仕
方

９
月
９
日
㈰

▽
樹
木
で
作
る
垣
根
と
管
理
の
仕
方

９
月
30
日
㈰

時
間

▽
１
回
目　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
２
回
目　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

県
緑
化
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市

田
主
丸
町
益ま

す
お
だ

生
田
１
１
２
５
）

定
員　

各
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

８
月
10
日
㈮
以
降
に
、電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816
ー

０
８
６
４
須
玖
北
５
ー
１
５

５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w

2
.csf.ne.jp/~m

a
chicen

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、旧
戦
域
を
訪

れ
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
慰
霊
友
好
親
善
事
業
を
行

い
ま
す
。

○
中
国（
１
次
）

期
間　

９
月
７
日
㈮
〜
15
日
㈯（
８

泊
９
日
）

定
員　

45
人

申
込
期
限　

７
月
24
日
㈫

○
マ
リ
ア
ナ
諸
島

期
間　

10
月
１
日
㈪
〜
７
日
㈰（
６

泊
７
日
）

定
員　

40
人

申
込
期
限　

８
月
17
日
㈮

○
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
１
次
）

期
間　

10
月
13
日
㈯
〜
20
日
㈯（
７

泊
８
日
）

定
員　

40
人

申
込
期
限　

８
月
30
日
㈭

○
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島

期
間　

10
月
22
日
㈪
〜
31
日
㈬（
９

泊
10
日
）

定
員　

30
人

申
込
期
限　

９
月
７
日
㈮

参
加
費　

９
万
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
先　

㈶
福
岡
県
遺
族
連
合
会

（
７
６
１
）０
０
１
２

（
７
８
１
）２
０
５
６

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
日
本
遺
族
会

０
３（
３
２
６
１
）５
５
２
１

０
３（
３
２
６
１
）９
１
９
１

春
日
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

会
員
募
集

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
、仲
間

や
生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　

初
心
者
、見
学
の
み
の
参
加
も
歓
迎

し
ま
す
。

日
時　

木
曜
日（
月
４
回
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
剣
道

場（
大
谷
６
ー
28
）

会
費　

月
額
１
７
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

重し
げ
み
つ光

（
５
９
５
）１
０
５
２（

兼
用
）
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情報ひろば

の
大
切
さ
を
訴
え
る
内
容
の
も
の

募
集
期
限　

９
月
７
日
㈮

※
募
集
テ
ー
マ
、区
分
ご
と
に
最
優
秀

賞
１
点
、優
秀
賞
５
点
以
内
を
表
彰

し
ま
す
。

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
内
閣
府

「
家
族
の
日
・
家
族
の
週
間
」ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

内
閣
府

０
３（
３
５
８
１
）９
７
２
１

０
３（
３
５
８
１
）０
９
９
２

http://w
w

w
8

.cao.go.jp/sho
ushi/kazoku/index.htm

l

裁
判
所
職
員
採
用

一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

受
験
資
格　

平
成
24
年
４
月
１
日
に
お

い
て
高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以

内
の
人
お
よ
び
平
成
25
年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人（
平
成
24
年
４
月

１
日
に
お
い
て
中
学
卒
業
後
２

年
以
上
５
年
未
満
の
人
も
受
験

可
）

申
込
期
間　

７
月
17
日
㈫
〜
26
日
㈭

※
受
験
案
内
、受
験
申
込
書
は
最
寄
り

の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

第
１
次
試
験
日　

９
月
16
日
㈰

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
地
方
裁
判
所
事

務
局
人
事
課
任
用
係

（
７
８
１
）３
１
４
１

http://w
w

w
.courts.go.jp/

剣
舞
・
詩
舞
体
験
教
室

参
加
者
募
集

　

剣
舞
・
詩
舞
は
、凛
と
し
た
美
し
さ
が

あ
る
純
日
本
的
な
舞
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、一
人
一
人
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
て
指
導
し
ま
す
。

　

一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
19
日
㈭
、８
月
23
日
㈭
、９

月
20
日
㈭
、10
月
18
日
㈭
、11
月

15
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
す
べ
て
の
回
へ
の
参
加
も
可
能
で
す
。

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

多
目
的
室
Ｃ（
大
谷
６
ー
24
）

持
っ
て
く
る
も
の　

足
袋
、動
き
や
す

い
服
装
、扇
１
本（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先　

剣
詩
舞
同
好
会 

上う
え

村む
ら

（
５
８
５
）６
０
９
７

０
９
０（
１
９
２
１
）５
３
４
４

（
５
９
１
）１
５
４
７

夏
休
み

裁
判
所
親
子
見
学
会

　

小
学
５
・
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
見
学
会
で
す
。裁
判
を
行

う
法
廷
な
ど
を
見
て
、聞
い
て
、体
験
し

て
、肌
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
21
日
㈫
・
22
日
㈬

▽
午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

※
21
日
㈫
は
午
後
の
部
の
み
で
す
。

場
所　

福
岡
地
方
裁
判
所（
福
岡
市
中

央
区
城じ

ょ
う
な
い
内
１
ー
１
）

定
員　

各
部
40
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
裁
判
所
広

報
係

（
７
８
１
）３
１
４
１

国
際
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

デ
イ
キ
ャ
ン
プ

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
国
際
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生
以
上

※
中
学
生
以
上
の
未
成
年
者
は
保
護
者

の
同
意
が
、小
学
生
以
下
の
児
童
は

保
護
者
同
伴
が
必
要
で
す
。

日
時　

８
月
９
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
７
月
26
日
㈭
に
参
加
者
を
対
象
と
し

た
事
前
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

場
所　

竜
岩
自
然
の
家（
筑
紫
野
市
柚ゆ

須す
ば
る原
３
７
３
ー
１
）

※
市
役
所
で
集
合
・
解
散
し
ま
す
。

参
加
費　

５
０
０
円（
昼
食
代
）

定
員　

20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

※
外
国
人
の
参
加
人
数
に
よ
っ
て
定
員

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

７
月
25
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

国
際
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局（
地
域
づ

く
り
課
地
域
づ
く
り
担
当
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
７

（
５
８
４
）１
１
５
３

家
族
や
地
域
の
大
切
さ
に
関
す
る

作
品
募
集

　

家
族
の
日
・
家
族
の
週
間
の
一
環
と

し
て
、写
真
や
手
紙
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

▽
写
真

子
育
て
家
族
の
力（
子
育
て
家
族
の

絆
、子
ど
も
と
深
め
る
家
族
の
絆
）ま

た
は
子
育
て
を
応
援
す
る
地
域
の
力

（
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
）を
表

現
し
た
も
の

▽
手
紙
・
メ
ー
ル（
小
学
生
の
部
、中
・
高

校
生
の
部
、一
般
の
部
）

子
育
て
を
家
族
み
ん
な
で
支
え
あ
う

こ
と
の
大
切
さ
、感
謝
な
ど
の
思
い

を
伝
え
る
内
容
の
も
の
、ま
た
は
子

育
て
を
社
会
も
応
援
し
て
い
く
こ
と

問い合わせ先　環境課
（584）1111　 （584）1147

参考：よくわかる電気の省エネ
（平成 23年11月九州電力㈱作成）

　電力逼
ひっぱく

迫による計画停電が予測されてい
ます。熱中症などにならないよう健康に注
意しながら節電に取り組みましょう。
　既に省エネに取り組んでいる人も、チェ 
ックを入れながら再確認してみましょう。
チェック項目
□設定温度を28度以上にする
□風量は自動運転にする
□送風口を上向きにして、部屋全体に冷風

が回るようにする
□エアコン使用時は、部屋の扉や窓の開閉

を必要最小限にする
□エアコン使用時はカーテンやブラインド

を閉め、窓から外の熱が入らないように
工夫する

□2週間に1回はフィルターの掃除をする
□エアコンの反対側に扇風機を置き、冷気

が室内を効率よく循環するようにする
□室外機の送風口前に荷物を置かない
□室外機に直射日光が当たらないようにす

る
□1日1時間、エアコンを使用する時間を減

らす
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贈
呈
し
ま
す

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

　

先
の
大
戦
で
戦
地
な
ど
に
派
遣
さ
れ

戦
時
衛
生
勤
務
に
服
し
た「
旧
日
本
赤

十
字
社
救
護
看
護
婦
」「
旧
陸
海
軍
従
軍

看
護
婦
」（
い
ず
れ
も
慰
労
給
付
金
受
給

者
を
除
く
）に
対
し
て
、そ
の
労
苦
に
報

い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成
25
年
３
月
31
日
㈰

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
大
臣
官
房
総

務
課
管
理
室
業
務
担
当

０
３（
５
２
５
３
）５
１
８
２

０
３（
５
２
５
３
）５
１
９
０

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

　

厚
生
労
働
省
と
県
は
、労
働
者
の
賃

金
や
労
働
時
間
な
ど
の
変
化
に
つ
い
て

調
査
し
て
い
ま
す
。平
成
24
年
８
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
、調
査
地
区
の
各
事

業
所
を
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が

訪
ね
、常
用
労
働
者
数
な
ど
を
聞
き
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
し
た
内
容
を
本
調
査
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
地
区　

紅
葉
ヶ
丘
東
６
丁
目
、大

土
居
１
・
２
丁
目
、春
日
６
・
８

〜
10
丁
目
、惣
利
６
丁
目
、宝
町

１
〜
４
丁
目

問
い
合
わ
せ
先　

県
調
査
統
計
課
調
査

第
二
班

（
６
５
１
）１
１
１
１

（
６
４
３
）３
１
９
２

保
育
士
有
資
格
者

現
場
復
帰
促
進
研
修
会

　

結
婚
や
出
産
、定
年
に
よ
り
保
育
現

場
を
離
れ
て
い
る
保
育
士
の
再
就
職
を

支
援
す
る
た
め
の
研
修
会
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

期
日
・
場
所

▽
９
月
11
日
㈫
・
12
日
㈬

県
福
岡
東
総
合
庁
舎
第
２
会
議
室

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ひ
が
し

多
駅
東
１
ー
17

ー
１
）

▽
９
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
１
研
修
室

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容

▽
１
日
目　

講
義

▽
２
日
目　

体
験
実
習

申
込
方
法　

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
保
育
協
会

（
５
８
２
）７
９
５
５

（
５
８
２
）７
９
５
６

福
岡
地
方
裁
判
所

不
動
産
競
売
を
行
っ
て
い
ま
す

　

同
裁
判
所
は
、不
動
産
競
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。入
札
が
実
施
さ
れ
る
競
売

物
件
の
情
報
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、同
裁

判
所
不
動
産
競
売
係
閲
覧
室
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
裁
判
所
不
動
産
競

売
係

（
７
８
１
）３
１
４
１

（
７
３
１
）７
２
８
０

http://bit.sikkou.jp/

知
っ
て
い
ま
す
か

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、事
業
主
の
皆
さ
ん
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む

人

対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業
の
現
場

で
働
く
人

掛
金　

日
額
３
１
０
円

※
詳
し
い
内
容
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
退
共
福
岡
支
部

（
４
７
７
）６
７
３
４

（
４
７
７
）６
７
４
０

http://w
w

w
.kentaikyo.taisyo

kukin.go.jp/

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

㈳
福
岡
県
バ
ス
協
会
は
、７
月
末
ま

で「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
の
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、

転
倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。降
車
の
際
は
、バ
ス
が
停
留

所
に
着
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら
席
を

立
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し
て

い
ま
す
が
、や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。満
席
の

た
め
席
に
座
れ
な
い
場
合
に
は
、つ
り

革
や
握
り
棒
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
お
願
い

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、高

速
バ
ス
や
貸
切
バ
ス
の
後
部
座
席
に

お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
身
の
安
全
の
た
め
に
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

（
４
３
１
）９
７
０
４

（
４
５
２
）３
７
６
１

知
っ
て
い
ま
す
か

検
察
審
査
会

　

検
察
審
査
会
で
は
、選
挙
権
を
有
す

る
一
般
国
民
の
中
か
ら「
く
じ
」で
選

ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
、検
察
官
が

事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の「
よ

し
あ
し
」を
審
査
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
、詐
欺
、脅
し
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
遭
い
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
。こ
の
よ
う
な
不
満

を
持
っ
て
い
る
人
は
、検
察
審
査
会
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
や
申
し
立
て
は
無
料
で
、秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
第
一
・
第
二
検

察
審
査
会
事
務
局（
福
岡
市
中

央
区
城じ

ょ
う
な
い
内
１
ー
１
福
岡
地
方

裁
判
所
内
）

（
７
８
１
）３
１
４
１

（
７
８
１
）３
１
８
５

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

記
事
の
訂
正

　

市
報
７
月
１
日
号
に
掲
載
し
た
記
事
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所　

21
ペ
ー
ジ
情
報
ひ
ろ
ば「
平
成

24
年
度
業
務
改
善
助
成
金　

受
け
付

け
が
始
ま
り
ま
し
た
」の
２
行
目

▽
誤　
（
略
）、計
画
的
に
８
０
０
万
円
以
上

▽
正　
（
略
）、計
画
的
に
８
０
０
円
以
上

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
課

（
４
１
１
）４
５
７
８

（
４
１
１
）２
６
３
３
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飲
ん
で
す
ぐ
に
赤
く
な
る
人
や
、

高
齢
者
は
こ
れ
よ
り
も
少
な
い
量

が
適
量
で
す
。

▽
食
事
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
と

　

空
腹
時
に
飲
ん
だ
り
一
気
に
飲

ん
だ
り
す
る
と
、ア
ル
コ
ー
ル
の

血
中
濃
度
が
急
速
に
上
が
り
、悪

酔
い
し
た
り
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
食
事
を
し
な
が
ら

飲
酒
す
る
こ
と
で
、胃
腸
へ
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
寝
酒
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

眠
り
を
助
け
る
た
め
の
飲
酒
は

睡
眠
を
浅
く
し
ま
す
。深
い
睡
眠

を
得
る
た
め
に
、ア
ル
コ
ー
ル
の

力
を
借
り
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▽
休
肝
日
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　

ア
ル
コ
ー
ル
で
弱
っ
た
臓
器
を

回
復
さ
せ
る
た
め
に
、週
に
２
日

は
肝
臓
を
休
ま
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

▽
薬
と
一
緒
に
は
飲
ま
な
い

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
薬
の
効
果
を
強

め
た
り
弱
め
た
り
す
る
の
で
、治

療
中
の
人
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

▽
妊
娠
中・授
乳
中
は
飲
酒
を
し
な
い

　

妊
娠
中
の
飲
酒
は
、胎
児
の
発

達
を
障
害
し
、胎
児
性
ア
ル
コ
ー

ル
症
候
群
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、ア
ル
コ
ー
ル
は

授
乳
中
の
母
乳
に
入
り
、乳
児
の

発
達
を
阻
害
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
控
え
ま
し
ょ
う
。

▽
定
期
的
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

肝
機
能
検
査
な
ど
を
受
け
て
、

飲
み
す
ぎ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

お
酒
の
席
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

健
康
を
害
し
な
い
よ
う
、上
手
に
お
酒

と
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

お
酒
に
よ
る
病
気

　

お
酒
は「
百
薬
の
長
」と
い
わ
れ
、

適
度
な
飲
酒
は
楽
し
い
気
持
ち
を
増

加
さ
せ
、リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
や
対
人

関
係
を
円
滑
に
す
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、ア
ル
コ
ー
ル
の
取
り
す

ぎ
は
、胃
炎
、急
性
膵す

い
え
ん炎
、慢
性
膵
炎
、

口こ
う
く
う腔
や
食
道
の
が
ん
、ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
な
ど
を
引
き
起
こ
す
他
、肝

機
能
障
害
や
痛
風
、高
血
圧
症
な
ど

の
悪
化
に
も
関
与
し
ま
す
。

　

特
に
肝
臓
は「
沈
黙
の
臓
器
」と
も

い
わ
れ
、自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
進

行
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。ま
ず
は
、ア
ル
コ
ー
ル
の
過

剰
摂
取
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

健
康
を
守
る
飲
酒
の
ル
ー
ル

▽
適
量
飲
酒
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

１
日
の
お
酒
の
適
量
は
、日
本

酒
で
１
合
、ビ
ー
ル
は
中
瓶
１
本

程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

鶴
つる

田
た

 佳
け い た

大ちゃん（塚原台）
平成22年7月16日生

川
かわさき

崎 美
み な み

南ちゃん（下白水南）
平成23年7月20日生

永
なが

田
た

 二
に こ

瑚ちゃん（春日公園）
平成22年7月19日生

小
こ

池
いけ

 琥
こ た ろ う

太朗ちゃん（大和町）
平成22年7月23日生

中
なかむら

村 萌
も も

々ちゃん（天神山）
平成22年7月28日生

7月後期

９
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
８
月
１
日
㈬（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口      　6/15現在

◎総人口    110,693人

女 　56,902人

男　 53,791人

◎世帯数  45,282世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報や子育て情報、健康
情報など 11分野の行政情報を携帯電話
などにメール配信するサービスです。
　下のメールアドレスへ空メールを送
信し、返信メール記載のURLをクリック
して表示される画面で登録してくださ
い。また、下の QRコードを読み取って、
空メールを送信することもできます。
　登録は無料ですが、メ ー ル 受 信 の
ために所要の通信費がかかります。

ksg-c@ansin-anzen.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

飲
酒
と
健
康
に
つ
い
て

適
量
飲
酒
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　

飲
み
す
ぎ
る
と
悪
酔
い
し
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
招
い
た

り
と
身
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

お
酒
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、適
量
飲
酒
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。



　市役所で行っている緑のカーテン事業。
今年は成長が早く暑さに強いゴーヤを育て
ています。水やり程度で特に手を掛けてい
るわけではないのですが、夏の日差しを浴
びて上へ上へとぐんぐん成長中。日々大きく
なっていく様子に生命力を感じます。
　対称的に、私はというと暑さに弱くぐった
り。昨年に続き「節電の夏」ともいわれる今
年、エアコンなどに頼らず何とか乗り切りた
いと思っているのですが、まだまだ鍛錬が
足りないようです。
　とはいっても夏には楽しみも。ひんやり気
持ちいいマイナスイオンたっぷりの川や滝、
涼しい風を感じながら見る花火、氷水に浮
かべて食べるおいしいそうめん！これらは
暑さを経験してこそ味わえるもの。
　ゴーヤのように、サンサンと照りつける太
陽に負けず、暑い夏を元気に乗り切りたい
と思います。　　　　　　　　　　　  M

須玖地区の文化財①
〜あらまし〜

　須玖地区は中国の史書に記された「奴国」の中心地であったと考えられてお

り、須玖岡本遺跡の甕
か め か ん ぼ

棺墓からは前漢鏡30面前後といった、奴国王墓にふさわ

しい副葬品が発見されました。古墳時代に入ると遺跡の数は減少しますが、野藤

1号墳などが造られました。古代には大宰府から鴻
こ う ろ か ん

臚館への官道が通っていたと

考えられています。

　須玖の地名が文献に現れるのは安
あん

楽
らくじりょう

寺領注
ちゅうしんもくろく

進目録（1352年）で、この地

が安楽寺（＝太宰府天満宮）の荘園

であったことが記されています。菅原

道真を祭る老
おいまつ

松神社（上の宮）も荘園

時代の名残とみることができます。 

（奴国の丘歴史資料館） △須玖岡本遺跡の甕棺墓
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